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 ～解答例～ 

 

 以下，解答のポイントを記載する。 

問題１を選ぶ場合は，「現実との乖離」など経済学への批判理由を複数挙げ，

政策立案や市場設計等の実例から有用性を論証する。 

問題２を選ぶ場合は，倍速視聴や時短家電などタイパ消費の具体例を３つ挙

げ，利便性と認知・品質面の欠点を多角的・論理的に比較分析した上で，エシ 

カル消費など環境・社会配慮との両立策を論じる。 

いずれも設問（１）～（３）の要素を漏れなく盛り込み，規定の文字数の範

囲内で整合性の取れた段落構成を組み立てることが重要である。 
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